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○
標
準
貨
物
自
動
車
運
送
約
款
（
平
成
二
年
運
輸
省
告
示
第
五
百
七
十
五
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

目
次

目
次

第
一
章

総
則

第
一
章

総
則

第
二
章

運
送
業
務
等

第
二
章

運
送
業
務

第
一
節
・
第
二
節
（
略
）

第
一
節
・
第
二
節
（
略
）

第
三
節

積
付
け
、
積
込
み
又
は
取
卸
し
（
第
十
七
条
）

第
三
節

積
込
み
又
は
取
卸
し
（
第
十
七
条
）

第
四
節
～
第
九
節
（
略
）

第
四
節
～
第
九
節
（
略
）

第
三
章

附
帯
業
務

第
三
章

附
帯
業
務

第
一
章

総
則
（
略
）

第
一
章

総
則
（
略
）

第
二
章

運
送
業
務
等

第
二
章

運
送
業
務

第
一
節

通
則
（
略
）

第
一
節

通
則
（
略
）

第
二
節

引
受
け

第
二
節

引
受
け

第
六
条
・
第
七
条
（
略
）

第
六
条
・
第
七
条
（
略
）

（
運
送
状
等
）

（
運
送
状
等
）

第
八
条

荷
送
人
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
運
送
状
を
署
名
又
は
記
名
捺
印
の
上

第
八
条

荷
送
人
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
運
送
状
を
署
名
又
は
記
名
捺
印
の
上

、
一
口
ご
と
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
個
人
（
事
業
と
し
て

、
一
口
ご
と
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
個
人(

事
業
と
し
て

又
は
事
業
の
た
め
に
運
送
契
約
の
当
事
者
と
な
る
場
合
に
お
け
る
も
の
を
除
く
。

又
は
事
業
の
た
め
に
運
送
契
約
の
当
事
者
と
な
る
場
合
に
お
け
る
も
の
を
除
く
。

第
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
荷
送
人
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当

第
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
荷
送
人
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当

店
が
そ
の
必
要
が
な
い
と
認
め
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

店
が
そ
の
必
要
が
な
い
と
認
め
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一

貨
物
の
品
名
、
品
質
及
び
重
量
又
は
容
積
並
び
に
そ
の
荷
造
り
の
種
類
及
び

一

貨
物
の
品
名
、
品
質
及
び
重
量
又
は
容
積
並
び
に
そ
の
荷
造
り
の
種
類
及
び

個
数

個
数

二

集
貨
先
及
び
配
達
先
又
は
発
送
地
及
び
到
達
地
（
団
地
、
ア
パ
ー
ト
そ
の
他

二

集
貨
先
及
び
配
達
先
又
は
発
送
地
及
び
到
達
地
（
団
地
、
ア
パ
ー
ト
そ
の
他

高
層
建
築
物
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
及
び
電
話
番
号
を
含
む
。
）

高
層
建
築
物
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
及
び
電
話
番
号
を
含
む
。
）

三

運
送
の
扱
種
別

三

運
送
の
扱
種
別

1
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四

運
賃
、
料
金
（
第
三
十
三
条
の
二
に
規
定
す
る
積
込
料
及
び
取
卸
料
、
第
三

四

運
賃
、
料
金
、
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
、
有
料
道
路
利
用
料
、
立
替
金
そ
の
他

十
三
条
の
三
に
規
定
す
る
待
機
時
間
料
、
第
六
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
附
帯

の
費
用
（
以
下
「
運
賃
、
料
金
等
」
と
い
う
。
）
の
額
そ
の
他
そ
の
支
払
に
関

業
務
料
等
を
い
う
。
）
、
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
、
有
料
道
路
利
用
料
、
立
替
金

す
る
事
項

そ
の
他
の
費
用
（
以
下
「
運
賃
、
料
金
等
」
と
い
う
。
）
の
額
そ
の
他
そ
の
支

払
に
関
す
る
事
項

五

荷
送
人
及
び
荷
受
人
の
氏
名
又
は
商
号
並
び
に
住
所
及
び
電
話
番
号

五

荷
送
人
及
び
荷
受
人
の
氏
名
又
は
商
号
並
び
に
住
所
及
び
電
話
番
号

六

運
送
状
の
作
成
地
及
び
そ
の
作
成
の
年
月
日

六

運
送
状
の
作
成
地
及
び
そ
の
作
成
の
年
月
日

七

高
価
品
に
つ
い
て
は
、
貨
物
の
種
類
及
び
価
額

七

高
価
品
に
つ
い
て
は
、
貨
物
の
種
類
及
び
価
額

八

貨
物
の
積
込
み
又
は
取
卸
し
を
委
託
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨

（
新
設
）

九

第
六
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
附
帯
業
務
を
委
託
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨

八

品
代
金
の
取
立
て
を
委
託
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨

十

運
送
保
険
に
付
す
る
こ
と
を
委
託
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨

九

運
送
保
険
に
付
す
る
こ
と
を
委
託
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨

十
一

そ
の
他
そ
の
貨
物
の
運
送
に
関
し
必
要
な
事
項

十

そ
の
他
そ
の
貨
物
の
運
送
に
関
し
必
要
な
事
項

２

荷
送
人
は
、
当
店
が
前
項
の
運
送
状
の
提
出
の
必
要
が
な
い
と
認
め
た
と
き
は

２

荷
送
人
は
、
当
店
が
前
項
の
運
送
状
の
提
出
の
必
要
が
な
い
と
認
め
た
と
き
は

、
当
店
に
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
明
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

、
当
店
に
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
明
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

第
九
条
～
第
十
六
条
（
略
）

第
九
条
～
第
十
六
条
（
略
）

第
三
節

積
付
け
、
積
込
み
又
は
取
卸
し

第
三
節

積
込
み
又
は
取
卸
し

（
積
付
け
、
積
込
み
又
は
取
卸
し
）

（
積
込
み
又
は
取
卸
し
）

第
十
七
条

貨
物
の
積
付
け
は
、
当
店
の
責
任
に
お
い
て
こ
れ
を
行
い
ま
す
。

第
十
七
条

貨
物
の
積
込
み
又
は
取
卸
し
は
、
当
店
の
責
任
に
お
い
て
こ
れ
を
行
い

ま
す
。

２

当
店
は
、
貨
物
の
積
込
み
又
は
取
卸
し
を
引
き
受
け
た
場
合
に
は
、
当
店
の
責

（
新
設
）

任
に
お
い
て
こ
れ
を
行
い
ま
す
。

３

シ
ー
ト
、
ロ
ー
プ
、
建
木
、
台
木
、
充
て
ん
物
そ
の
他
の
積
付
用
品
は
、
通
常

２

シ
ー
ト
、
ロ
ー
プ
、
建
木
、
台
木
、
充
て
ん
物
そ
の
他
の
積
付
用
品
は
、
通
常

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
が
備
え
て
い
る
も
の
を
除
き
、
荷
送
人
又
は
荷
受
人
の

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者
が
備
え
て
い
る
も
の
を
除
き
、
荷
送
人
又
は
荷
受
人
の

負
担
と
し
ま
す
。

負
担
と
し
ま
す
。

第
四
節
～
第
六
節
（
略
）

第
四
節
～
第
六
節
（
略
）

第
七
節

運
賃
及
び
料
金

第
七
節

運
賃
及
び
料
金
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第
三
十
二
条
・
第
三
十
三
条
（
略
）

第
三
十
二
条
・
第
三
十
三
条
（
略
）

（
積
込
料
又
は
取
卸
料
）

（
新
設
）

第
三
十
三
条
の
二

当
店
は
、
貨
物
の
積
込
み
又
は
取
卸
し
を
引
き
受
け
た
場
合
に

は
、
当
店
が
別
に
定
め
る
料
金
又
は
実
際
に
要
し
た
費
用
を
収
受
し
ま
す
。

（
待
機
時
間
料
）

（
車
両
留
置
料
）

第
三
十
三
条
の
三

当
店
は
、
車
両
が
貨
物
の
発
地
又
は
着
地
に
到
着
後
、
荷
送
人

第
三
十
三
条
の
二

当
店
は
、
車
両
が
貨
物
の
発
地
又
は
着
地
に
到
着
後
、
荷
送
人

又
は
荷
受
人
の
責
に
よ
り
待
機
し
た
時
間
（
荷
送
人
又
は
荷
受
人
が
貨
物
の
積
込

又
は
荷
受
人
の
責
に
よ
り
留
置
さ
れ
た
時
間
（
貨
物
の
積
込
み
又
は
取
卸
し
の
時

み
若
し
く
は
取
卸
し
又
は
第
六
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
附
帯
業
務
を
行
う
場
合

間
を
含
む
。
）
に
応
じ
て
、
当
店
が
別
に
定
め
る
車
両
留
置
料
を
収
受
し
ま
す
。

に
お
け
る
待
機
し
た
時
間
を
含
む
。
）
に
応
じ
て
、
当
店
が
別
に
定
め
る
料
金
を

収
受
し
ま
す
。

第
三
十
四
条
～
第
三
十
七
条
（
略
）

第
三
十
四
条
～
第
三
十
七
条
（
略
）

第
八
節
・
第
九
節
（
略
）

第
八
節
・
第
九
節
（
略
）

第
三
章

附
帯
業
務

第
三
章

附
帯
業
務

（
附
帯
業
務
及
び
附
帯
業
務
料
）

（
附
帯
業
務
）

第
六
十
条

当
店
は
、
品
代
金
の
取
立
て
、
荷
掛
金
の
立
替
え
、
貨
物
の
荷
造
り
、

第
六
十
条

当
店
は
、
品
代
金
の
取
立
て
、
荷
掛
金
の
立
替
え
、
貨
物
の
荷
造
り
、

仕
分
、
保
管
、
検
収
及
び
検
品
、
横
持
ち
及
び
縦
持
ち
、
棚
入
れ
、
ラ
ベ
ル
貼
り

仕
分
、
保
管
、
検
収
及
び
検
品
そ
の
他
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
に
附
帯
し
て
一
定

、
は
い
作
業
そ
の
他
の
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
に
附
帯
し
て
一
定
の
時
間
、
技
能

の
時
間
、
技
能
、
機
器
等
を
必
要
と
す
る
業
務
（
以
下
「
附
帯
業
務
」
と
い
う
。

、
機
器
等
を
必
要
と
す
る
業
務
（
以
下
「
附
帯
業
務
」
と
い
う
。
）
を
引
き
受
け

）
を
引
き
受
け
た
場
合
に
は
、
当
店
が
別
に
定
め
る
料
金
又
は
実
際
に
要
し
た
費

た
場
合
に
は
、
当
店
が
別
に
定
め
る
料
金
又
は
実
際
に
要
し
た
費
用
を
収
受
し
、

用
を
収
受
し
ま
す
。

当
店
の
責
任
に
お
い
て
こ
れ
を
行
い
ま
す
。

２

附
帯
業
務
に
つ
い
て
は
、
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
性
質
の
許
す
限

２

附
帯
業
務
に
つ
い
て
は
、
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
性
質
の
許
す
限

り
、
第
二
章
の
規
定
を
準
用
し
ま
す
。

り
、
第
二
章
の
規
定
を
準
用
し
ま
す
。

第
六
十
一
条
・
第
六
十
二
条
（
略
）

第
六
十
一
条
・
第
六
十
二
条
（
略
）
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国 自 貨 第 ５ ９ 号

平成２９年８月４日

各地方運輸局自動車交通部長

沖縄総合事務局運輸部長 殿

（単名各通）

自動車局貨物課長

（公印省略）

一般貨物自動車運送事業等における運賃及び料金について

一般貨物自動車運送事業（宅配便、引越輸送及び霊柩運送を除く。）及び特定貨物自動

車運送事業並びに貨物軽自動車運送事業（以下「貨物運送事業」という。）における運賃

及び料金の届出については、「貨物自動車運送事業報告規則に基づく運賃及び料金届出書

の取扱要領について」（平成15年２月14日付け国自貨第85号）に基づき取扱ってきたとこ

ろであるが、今般、取引条件の適正化の必要性の高まりを受けて、貨物運送事業における

運賃及び料金の定義を下記のとおり定めたので、了知されたい。

記

１．運賃

貨物運送事業における「運賃」とは、貨物の場所的移動に対する対価をいう。なお、

貨物の積付けであって、シート、ロープなど通常貨物運送事業を行う者（以下「貨物運

送事業者」という。）が備えている積付用品による作業への対価を含むものとする。

２．料金

貨物運送事業における「料金」とは、（１）及び（２）のとおりとする。

（１）貨物運送事業者が受託する運送以外の役務に対する対価であって以下①～③に掲

げるもの。

①積込料又は取卸料

貨物の発地又は着地において、荷送人又は荷受人の依頼により、貨物運送事業

者が行う貨物の車両への積込み又は車両からの取卸し（貨物の積付けであって、

シート、ロープなど通常貨物運送事業者が備えている積付用品による作業を除

く。）に対する対価

②待機時間料

車両が貨物の発地又は着地に到着後、荷送人又は荷受人の責により貨物運送事

業者が待機した時間（荷送人又は荷受人が貨物の積込み若しくは取卸し又は附帯

業務を行う場合における待機した時間を含む。）に対する対価

③附帯業務料

4



荷送人又は荷受人の依頼により、貨物運送事業者が行う品代金の取立て、荷掛

金の立替え、貨物の荷造り、仕分、保管、検収及び検品、横持ち及び縦持ち、棚

入れ、ラベル貼り、はい作業その他の貨物運送事業に附帯して一定の時間、技能、

機器等を必要とする業務に対する対価

（２）深夜・早朝配送等の特別な費用が発生する輸送により増加する費用を賄うために

収受するためのもの。

附 則

この通達は、平成２９年１１月４日から施行する。
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国 自 貨 第 ６ ０ 号

平成２９年８月４日

各地方運輸局運輸局自動車交通部長

沖縄総合事務局運輸部長 殿

（単名各通）

自動車局貨物課長

（公印省略）

トラック運送業における適正な運賃・料金の収受に向けた取組の推進について

トラック運送業における適正運賃・料金収受等の取引環境の改善に取り組むた

め、平成２７年度に厚生労働省と共同で設置した「トラック輸送における取引環

境・労働時間改善協議会」の下に、「トラック運送業の適正運賃・料金検討会」を

平成２８年７月に設置し、適正な運賃・料金収受に向けた方策等について検討を

進めてきたところである。

当該検討会において、約３割の事業者が附帯業務料、車両留置料等が十分に収受

できていない等の状況を踏まえ、適正な運賃・料金の収受のため運賃と料金の範

囲を明確化し、運賃とは別建てで料金を収受できる環境を整備する必要があると

された。

今般、適正な運賃・料金の収受に向け、標準貨物自動車運送約款（平成２年運輸

省告示第５７５号）及び標準貨物軽自動車運送約款（平成１５年国土交通省告示

第１７１号）の一部を改正するとともに、「一般貨物自動車運送事業における運賃

及び料金について」通達を発出し、併せて「トラック運送業における書面化推進

ガイドライン」及び「トラック運送業における下請・荷主適正取引推進ガイドラ

イン」の一部を改正することとする。

ついては、貴局においても、適正運賃・料金収受の取組が推進されるよう、貴局

管下業界団体及び事業者に対し周知徹底されたい。

なお、別添のとおり、公益社団法人全日本トラック協会会長あてに通知したので

申し添える。
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平成２９年８月４日

経済産業省商務・サービスグループ物流企画室長

伊奈 友子 殿

国土交通省自動車局貨物課長

平嶋 隆司

トラック運送業の取引条件の改善に向けた荷主企業等への協力要請について

トラック運送業における適正運賃・料金収受等の取引環境の改善に取り組むた

め、平成２７年度に厚生労働省と共同で設置した「トラック輸送における取引環

境・労働時間改善協議会」の下に、「トラック運送業の適正運賃・料金検討会」を

平成２８年７月に設置し、適正な運賃・料金収受に向けた方策等について検討を

進めてきたところです。

当該検討会において、約３割の事業者が附帯業務料、車両留置料等が十分に収受

できていない等の状況を踏まえ、適正な運賃・料金の収受のため運賃と料金の範

囲を明確化し、運賃とは別建てで料金を収受できる環境を整備する必要があると

されたところです。

今般、適正な運賃・料金の収受に向け、標準貨物自動車運送約款（平成２年運輸

省告示第５７５号）及び標準貨物軽自動車運送約款（平成１５年国土交通省告示

第１７１号）の一部を改正するとともに、「一般貨物自動車運送事業における運賃

及び料金について」通達を発出し、併せて「トラック運送業における書面化推進

ガイドライン」及び「トラック運送業における下請・荷主適正取引推進ガイドラ

イン」の一部を改正することとしました。

つきましては、貴省所管の荷主団体を通じて、着荷主を含む荷主企業等に対し、

周知をいただくとともに、トラック事業者の取引条件の改善に向けた協力の働き

かけをいただけますよう、よろしくお願いいたします。
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